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け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
平
成
26
年
度
宗
像
地
区
消

防
本
部
消
防
吏
員
採
用
試
験

案
内

●
採
用
予
定
者
　
消
防
職

（
消
防
吏
員
）　
２
人
程
度

●
第
１
次
試
験
日
　
10
月
19

日
（
日
）

　
そ
の
ほ
か
受
験
手
続
や
身

体
基
準
な
ど
詳
し
く
は
、
宗

像
地
区
消
防
本
部
ホ
ー
ム

　
危
険
物
取
扱
者
試
験
の
受

験
対
策
と
し
て
準
備
講
習
会

を
実
施
。

●
講
習
種
類
　
乙
種
４
類

●
講
習
日
時
　
９
月
26
日

（
金
）、
午
前
９
時
～
午
後

５
時

●
受
付
　
８
月
中
旬
か
ら

●
講
習
場
所
　
宗
像
地
区
消

防
本
部

●
講
習
種
類
　
甲
種
防
火
管

理
講
習

消
防
士
募
集

平
成
26
年
度
第
２
回

危
険
物
取
扱
者
試
験
案
内

第
２
回
危
険
物
取
扱
者

試
験
受
験
準
備
講
習
会

平
成
26
年
度
第
２
回
甲
種

防
火
管
理
新
規
講
習
会

救
命
講
習
の
受
講
者
募
集

�

受
講
料
無
料
!!

拍
子
木
貸
出
の
ご
案
内

「
秋
季
火
災
予
防
運
動
期
間
」

●
試
験
種
類
　
全
種
類

●
試
験
日

　
福
岡
・
筑
後
・
筑
豊
地
区

10
月
26
日
（
日
）

　
消
え
か
け
た
命
を
救
う
の

は
、
身
近
な
あ
な
た
の
応
急

手
当
。

　
個
人
で
の
申
し
込
み
や
グ

ル
ー
プ
で
の
参
加
も
お
待
ち

し
て
い
ま
す
。

●
講
習
種
類

①
普
通
救
命
講
習
Ⅰ

　
７
月
20
日
（
日
）
９
時
30

分
～
12
時
30
分

②
上
級
救
命
講
習

　
10
月
19
日
（
日
）
９
時
～

18
時

●
講
習
内
容
／
Ａ
Ｅ
Ｄ
の
使

用
方
法
・
心
肺
蘇
生
法
・

そ
の
他
の
応
急
手
当

●
講
習
場
所
　
宗
像
地
区
消

防
本
部

※
受
講
料
は
無
料
で
す
、
お

気
軽
に
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

■
申
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　
消
防
本
部
救
急
課

▽
☎
（
36
）
２
４
５
５

▽
F
A
X
（
37
）
０
０
１
１

▽
電
子
メ
ー
ル
　kyukyu 

@
m

unakata119.jp

イ
ベ
ン
ト
＆
ニ
ュ
ー
ス

　
北
九
州
地
区
　
11
月
２
日

（
日
）

●
願
書
配
置
予
定
　
８
月
中

旬
か
ら
消
防
本
部
・
各
署

所
に
配
置
予
定

●
願
書
受
付
　
８
月
27
日

（
水
）
～
９
月
９
日
（
火
）

ま
で

●
会
場
　
▽
北
九
州
（
九
州

共
立
大
学
）
▽
福
岡
（
福

岡
大
学
・
九
州
産
業
大

学
）
▽
筑
豊
（
福
岡
県
立

大
学
）
▽
筑
後
（
久
留
米

大
学
御
井
学
舎
）

●
貸
出
用
途
　
防
火
夜
回
り

●
貸
出
日
　
11
月
１
日（
土
）

～
●
受
付
期
間
　
10
月
９
日

（
木
）
～
10
月
31
日
（
金
）

ま
で

●
貸
出
場
所
　
宗
像
地
区
消

防
本
部

ペ
ー
ジ
か
消
防
本
部
消
防
総

務
課
ま
で
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　
消
防
本
部
消
防
総
務
課

�

☎
（
36
）
２
８
７
２

●
講
習
日
時
　
10
月
上
旬
の

２
日
間
　
午
前
９
時
～
午

後
５
時

●
受
付
　
９
月
上
旬
～
９
月

下
旬
ま
で

●
講
習
場
所
　
宗
像
地
区
消

防
本
部
　

■
問
い
合
わ
せ
先

　
消
防
本
部
予
防
課

�

☎
（
36
）
３
０
８
０

■
熱
中
症
と
は
？

　
高
温
多
湿
な
環
境
下
で
、

体
内
の
水
分
や
塩
分
の
バ
ラ

ン
ス
が
崩
れ
て
体
温
の
調
節

機
能
が
働
か
な
く
な
り
、
体

温
上
昇
、
め
ま
い
、
け
い
れ

ん
や
意
識
障
害
が
起
こ
る
病

気
で
す
。
最
悪
の
場
合
、
亡

く
な
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

■
平
成
25
年
中
（
６
月
～
９

　

月
）
の
救
急
搬
送
！

　
宗
像
地
区
で
平
成
25
年
６

月
か
ら
９
月
ま
で
に
熱
中
症

（
疑
い
を
含
む
）
に
よ
り
１

０
４
人
の
人
が
病
院
に
搬
送

さ
れ
ま
し
た
。

　
月
別
の
救
急
搬
送
人
員
か

ら
本
格
的
な
夏
の
前
か
ら
熱

中
症
は
発
生
し
始
め
、
暑
さ

が
や
わ
ら
い
で
く
る
９
月
ま

で
続
い
て
い
る
こ
と
が
わ
か

り
ま
す
。

　
年
代
別
救
急
搬
送
人
員
で

み
る
と
、
65
歳
以
上
が
全
体

の
39
・
４
％
と
最
も
高
く
、

次
い
で
40
～
64
歳
が
24
・

０
％
と
な
っ
て
い
ま
し
た
。

年
齢
が
高
く
な
る
に
つ
れ
て

病
院
に
搬
送
さ
れ
る
人
が
増

え
て
い
る
の
が
わ
か
り
ま

す
。

・・・・・・・・・・・・・・

■
熱
中
症
の
症
状

①
め
ま
い
、
手
足
の
し
び
れ

②
足
や
お
な
か
の
筋
肉
に
痛

み
を
伴
っ
た
ケ
イ
レ
ン

③
頭
痛
、
吐
き
気
、
嘔お

う

吐と

、

体
が
だ
る
い

④
意
識
が
も
う
ろ
う
と
し
て
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　月別では、７月、８月の発生が多いですが、本格
的な夏の前から熱中症は発生し、暑さがやわらいで
くる９月まで続いています。

　年代別では、65歳以上が全体の39.4％と最も高く、
次いで40～64歳が24％となっています。年齢が高
くなるにつれて救急搬送される人が増えています。

6月 7月 8月 9月 計

平成25年の熱中症による月別救急搬送人員

平成25年の熱中症による年代別救急搬送人員
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40～64歳

い
る
な
ど

※
高
齢
者
は
若
者
に
比
べ
て

自
覚
症
状
が
出
に
く
く
重

症
化
し
や
す
い
傾
向
が
あ

る
た
め
、
こ
ま
め
に
水
分

補
給
を
し
ま
し
ょ
う
。

・・・・・・・・・・・・・・

■
熱
中
症
か
な
？
と

　
　
　

少
し
で
も
思
っ
た
ら

①
風
通
し
の
良
い
場
所
や
日

陰
、
冷
房
の
効
い
て
い
る

場
所
に
移
動
し
、
衣
服
を

緩
め
て
、
体
を
楽
に
す
る

②
冷
た
い
水
で
濡
ら
し
た
タ

オ
ル
・
ア
イ
ス
パ
ッ
ク
・

氷
な
ど
で
首
筋
や
脇
の

下
、
足
の
付
け
根
を
冷
や

す
③
意
識
の
あ
る
場
合
、
冷
た

い
ス
ポ
ー
ツ
ド
リ
ン
ク
又

は
、
薄
い
食
塩
水
を
飲
ま

せ
て
水
分
・
塩
分
を
補
給

す
る

■
救
急
車
を
要
請
す
る
場
合

　
意
識
が
な
い
、
意
識
が
も

う
ろ
う
と
す
る
、
自
分
で
水

分
が
と
れ
な
い
場
合
は
速
や

か
に
１
１
９
番
通
報
を
し
、

救
急
車
を
要
請
し
て
く
だ
さ

い
！

・・・・・・・・・・・・・・

■
救
急
救
命
講
習
を

　
　
　

受
講
し
ま
し
ょ
う
！

　
一
刻
を
争
う
救
急
患
者
を

救
う
に
は
、
救
急
車
が
到
着

す
る
ま
で
の
間
、
そ
の
場
に

居
合
わ
せ
た
人
に
よ
る
適
切

な
応
急
処
置
が
重
要
に
な
り

ま
す
。

　
一
人
で
も
多
く
、
大
切
な

命
を
救
う
た
め
、
講
習
で
正

し
い
知
識
と
技
術
を
身
に
付

け
救
命
の
輪
を
広
げ
ま
し
ょ

う
。

　
受
講
料
無
料
で
講
習
を
受

其の一 　暑さに身体を慣らすべし！
　ウォーキングなどの運動をして汗をかく習慣を身に付けた
り、冷房に頼りすぎないようにすることで夏の暑さに負けな
い身体を作りましょう。

其の二 　高温・多湿・直射日光を避けるべし！
　屋内では、窓を開けて通気を保ったり、すだれやよしず、
扇風機などを利用して熱気を溜めないようにし、屋外では帽
子をかぶったり日傘をさして、高温環境に長時間さらされな
いようにしましょう。

其の三 　水分補給は計画的、かつ、こまめにすべし！
　のどが渇いてから水分を摂るのではなく、意識的に水分補
給を心がけましょう。

其の四 　運動時などは計画的な休息をとるべし！
　運動をする時はもちろん観戦する時も計画的な休息や水分
補給をしましょう。また汗などで失われた水分や塩分などは
水だけでは補給できません！スポーツドリンクなどを積極的
に摂取しましょう。

其の五 　乗用車などでは子どもだけにすべからず！
　車内の温度は短時間で高温となります。少しの間でも絶対
に子どもを車内に残さないようにしましょう。

其の六 　規則正しい生活をすべし！
　夜更かし、深酒、食事を抜くなどの不規則な生活により体
調不良な状態では、熱中症になる恐れがあります。規則正し
い生活と十分な食事をしましょう。

熱中症を防ぐ六箇条！

熱
中
症
を
予
防
し
て
　
　

元
気
な
夏
を
過
ご
そ
う
！

　
～
夏
の
時
期
に
は
、
熱
中
症
に
よ
る

救
急
事
案
が
多
発
し
ま
す
～
　

　

今
年
も
節
電
対
策
が
打
ち
出
さ
れ
て
い
ま
す

が
、
命
に
か
か
わ
る
問
題
で
す
の
で
、
上
手
に
電

気
を
使
い
な
が
ら
暑
さ
を
し
の
ぎ
、
熱
中
症
を

知
っ
て
し
っ
か
り
予
防
し
、
楽
し
い
夏
を
過
ご
し

ま
し
ょ
う
。


